
●まちづくり推進検討委員会と(仮)まちづくり協議会についての提案

１　活動内容

(1)まちづくり推進検討委員会

大月駅周辺整備事業を円滑に進め、賑わいのあるまちづくりを実現するため、次に掲げる項目について協議・検討することを目的として設置された。

①中心市街地の賑わいづくりに関すること。

②駅前ファサード計画に関すること。

③事業の円滑な推進に関すること。

④その他本委員会の目的達成に関すること。

(2)(仮)まちづくり協議会（案）

まちづくり推進検討委員会で検討された賑わいづくりのための基本計画に基づき、具体的な事業計画の策定、各実行主体や関係機関のコーディネート、事業の評価・改善策の提案、その他まちづくりに関することに

ついて継続的な取り組みができるようにバックアップすることを目的とする。

　　なお、まちづくり推進検討委員会においては、賑わいづくりの基本的方針について、（仮）まちづくり協議会においては、具体的な実施計画等について検討する。

２　組織・構成員

(1)まちづくり推進検討委員会

学識経験者、地元関係者、各種団体の代表者、公共交通事業者、大月市議会議員、関係行政機関職員、大月市職員で構成される。

全員が集まり、協議・検討を行う。

(2)(仮)まちづくり協議会（案）

市民(まちづくり参加希望者/ボランティア)、学生(まちづくり参加希望者/ボランティア)、商店街・商工会・青年会議所等の事業者、交通関係の事業者、各種団体の代表者(サークル、ＮＰＯなど)、学識経験者、コンサル

タント等の専門家、行政職員などから構成予定。

実行主体や関係機関、各種分野の専門家等により、協議会の下に分科会を設置する。

年度

四半期
　組織名・事業名

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

4 41 2 3 32 4

平成２３年度 平成２４年度

まちづくり推進検討委員会

（仮）まちづくり協議会

大月駅周辺整備事業
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11 2 3 41

賑わいづくりの具
体的戦略につい
て検討。
全３回

賑わいづくりのための具体的な事業メ
ニュー等について検討。
社会実験に向けた準備。
（仮）まちづくり協議会組織等の検討。
全３～４回

実行に向けた社会実験。実行計画の評価｡
委員会活動のまとめと提言。
（仮）まちづくり協議会発足準備。
全３～４回
まちづくり推進検討委員会解散。

協議会発足に向けた準備期間。 協議会組
織発足。

社会実験等による事業メニューの整理・検
証。実行計画の策定。
（仮）まちづくり協議会発足準備（人選
等）。
全３～４回


